























































パラダイムである．但し，現在は Th1 系，Th2 系



















　2002 年，Ownby らは生後 1 年間に 2 匹以上のイ



















ハイリスク母体に分娩 2 ～ 4 週間前から 4 種の乳酸























原である Der p 1 は分子量が 25 kDa 程度のシステ
インプロテアーゼという消化酵素でダニの糞に多く
含まれる．このシステインプロテアーゼは抗原提示
細胞の PAR2 を活性化したり，低親和性 IL-2 受容
体である CD25 を切断することで生体の免疫応答を
Th2 系にシフトさせたり10），低親和性 IgE レセプ




















らは 4000 名の母集団で集団保育に 2 歳以前に預け
た集団と 2 歳以降に預けた集団を，全く集団保育を
行っていない集団と比較して，喘鳴や気管支喘息の
発症リスクについて 8 歳まで検討したところ，8 歳
時の喘鳴や気管支喘息の発症リスクに全く差を認め
なかったという結果を報告した14）．また，ペットの











































例えば，CD14 は LPS のシグナル伝達に補助的に働
く分子であるが，この -159 の塩基の違いによって
ある環境中の LPS 量における花粉抗原に対する感































図 5　 CD14/-159 の遺伝子型の違いによる LPS レベルと
感作の関係（文献 18）を引用改変）
図 6　フィラグリン遺伝子変異とネコ飼育と湿疹の発症







た．しかし Martinez や Bisgaard らの報告で，具
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